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Column 
 長友選手といえば、小柄な選手でありながらフィジカルの強さに定評があり、常に献身的にプレーするディフェ

ンダーというイメージですが、みなさんと同じ高校時代にはまだまだ無名選手だったそうです。また、大学進学

まではポジションもミッドフィルダーであり、ポジション転向により資質が開花し、２年生の時に U-22 日本代

表に選ばれて脚光を浴びることになります。それにしても無名選手からポジション転向を経てたった２年弱で日

本代表に選出されるとは驚きであり、“きっかけ”を掴んだ瞬間から一気に成長した裏には想像できないほどの

努力があったのだろうと感じます。 

 人生の中で『これを頑張ることで自分が変わる（成長できる）かもしれない』と感じることにしばしば出会いま

す。しかし、そのほとんどが“努力”や“時間”を要することです。様々なことを同時進行しながら生活してい

る私たちですから、正直言って“面倒”“時間がない”といった『チャレンジしない理由』はいくらでも浮かん

できてしまいます。私もそういった時に『またあとで…』と思いながらチャレンジせずに終わったことや、その

ことにチャレンジして成功した人のニュースなどを見かけた時に『自分もチャレンジしたらよかったな…』と後

悔したことが数多くあります。改めてチャレンジしてみようと思っていることもあるのですが、当時ほど興味が

持てず、なかなか動き出せずにいます。『この感情もチャレンジから逃げているからなのかな…』と、ここまで

述べてきた中で感じています。では、長友選手はなぜこれまでのポジションから素直に転向を受け入れることが

できたのでしょうか。転向を指示した指導者への信頼感でしょうか。私は長友選手自身が自分を信じているから

だと思いました。“自分はまだまだこんなものではない‼”という自身への期待から、常に成長へのきっかけを

探していたからだと思います。よく“チャレンジ精神“という言葉を耳にします。チャレンジ精神を身につける

には、チャレンジした自分を褒められるマインドを持つことからだと思います。成功にこだわることも重要だと

思いますが、さらに重要なのは成長にこだわることではないでしょうか。 

長友 佑都は、愛媛県東予市出身のプロサッカー選手。J リーグ・FC 東

京所属。ポジションはディフェンダー、ミッドフィールダー。元日本代

表。 妻はタレントで女優の平愛梨。  


